
セイネンな ２人
社会福祉法人六心会 堤洋三



企業アライアンス（提携、連合）の例

「DX関連施策の推進」
「人材育成・ダイバーシティ」
「ESG・SDGs」
「情報集約・活用」
「新事業への取組み」
共通する重要課題に関する共同化や集約化に向け
た企画・提言など

チェックインや乗り継ぎの簡便化、
ラウンジ利用、マイレージ提携
世界一周サービス等

運航面やサービス面での相互提携
整備面での協力や、燃料・部品の共
同調達によるコスト削減

航空 地方銀行

物流

経営環境変化～ＥＣ拡大 小口化・多頻度化
ドライバー不足（低賃金・長時間労働傾向、若年入
職者が減少、就業者の高齢化
ラストワンマイル
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財務省 2018財政制度等審議会財政制度分科会資料



約9割 ＝ 10億円未満

約4割 ＝ 2億円未満

平均 ＝ 約 6億円

4



5
厚生労働省 R3.12.21社会福祉連携推進法人制度施行に向けた自治体説明会資料 社会福祉連携推進法人に期待される役割について



6
厚生労働省 R3.12.21社会福祉連携推進法人制度施行に向けた自治体説明会資料 社会福祉連携推進法人に期待される役割について



7
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法人間連携の類型

社会福祉法人の法人間連携は、

ネットワーク型（地域公益事業など）と

グループ型（管理部門の連携等）の２種類がある。

（明治学院大学経済学部講師 大川新人氏）

ネットワーク型
（地域公益的取り組みなど、緩やかな紐帯）

社会福祉協議会などを中核として、都
道府県域・市区町村域での複数法人間
連携による地域公益的取組

例
大阪しあわせＮＷ生活困窮者レスキュー事業

かながわライフサポート事業

グループ型
（具体的目的を持った協働・連携、一歩踏み込
んだ比較的強い紐帯）

管理部門の連携

人材の採用について協働
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「まるわかり～発見！フクシの素顔～」2021．7の様子
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①自己紹介
②リガーレグループについて
③第1部 導入 トークセッション「福祉の楽しさ」15分
④第2部 座談会 少人数で学生とのクロストーク 25分×2ターム≒55分（全員）
⑤インターンシップ紹介 10分（全法人）



リガーレの連携イメージ（2010～）

はしうど福祉会
（京都府）

六心会（滋賀県） 2012～

リガーレ
暮らしの架け橋

2010～

北桑会（京都市）2010～

2012～

宏仁会（青森県）2012～
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サービスの質向上・育成
人材確保
経営管理（経営基盤強化）

中小法人が抱える3つの課題 リガーレとは

委託費

委託費

始まり2010年3法人（京都市内）から
2021年まで8法人
2021年から二層化
→リガーレ（5法人）
→京都地域包括ケア事業研究会

代表者会議……意思決定
運営会議……統一研修の実施・評価

地域共生社会創出委員会……地公取、災害・感染症
介護みらい委員会……ＩＣＴ情報共有
人材確保委員会……人材に関すること

委託費

委託費
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研修・教育

共同で年間の研修計画を共有
同じ研修・学びによりケアの標準化を目指す
階層別研修等、年間６０回余 参加職員１０００
人余

採用時研修、専門研修Ⅰ～Ⅲ
 リーダー研修、役職者研修
資格取得受験対策講座 等

スーパーバイザー雇用

法人毎に現場課題は異なる
現状をアセスメントし課題を言語化したのち、

2名のスーパーバイザーが法人を巡回して、
主体的な課題解決をサポートする。

 SVは研修受講者（スーパーバイジー）、研修
受講後の成長を支える

人材確保

専従担当者の雇用
求職者に近い年齢の職員が学生と早期に出

会い、認知イベントやセミナーを企画開催する
就活フェア等へ共同参加
常にリガーレや参画法人の魅力を掘り下げ、

言語化しておく
技能実習生共同対応（監理団体への対応）

経営管理情報共有

経営情報……代表者会議（理事長クラス）
ケア現場……運営会議（ケア統括者クラス）

中小法人の抱える課題

1. サービスの質の向上・人材育成→入職から管理職までのキャリアラダーに応じた研修・教育システム、リーダー
育成

2. 人材の確保→ターゲットに応じて異なる総合対応（新卒なら…大学・教育機関、F2F・マイナビ・リクナビ等人材情報
会社等への総合対応、専門職の雇用等）

3. 経営管理→賃金体系・パスの総合管理、財務・事業収支管理、中長期事業計画（事業戦略の描き方）

地域公益的取組

各法人のソーシャルワーク機能、地域公益的
取組・価値・意義を共有・協議

課題及び見直し等協議、好事例の共有



統一研修の風景
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技能実習生（フィリピンから、2019年）
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 同規模の法人が共同で行うこと安心感、信頼感
 自法人経営に対しての自分がどのように考え、実践したいのかという主体性
 参加目的をどのように内部へ伝えるか
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